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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

構
築
を

問
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
構
築

と
福
祉
行
政
に
対
す
る
見
解
は
。

答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
へ
の
認

識
は
高
ま
っ
て
き
た
が
、
一
部

に
心
の
壁
が
見
ら
れ
る
。
障
害

を
持
つ
方
と
同
様
に
、
外
国
の

方
等
に
対
し
て
も
バ
リ
ア
を
と

り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
す
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

市
職
員
の
接
遇
向
上
を

問
　

市
職
員
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
及

び
接
遇
向
上
の
考
え
は
。

答

あ
い
さ
つ
運
動
や
接
遇
研
修

を
初
め
、
接
遇
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
職
場
巡
回
で
接
遇
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
等
、
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
い
。

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
は

問
　

学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
等
の
導
入
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

毎
日
す
べ
て
の
子
供
一
人
一

人
に
対
応
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
等
を
提
供
す
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
。
今
後
も
引
き
続

き
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な

る
食
物
を
誤
っ
て
食
べ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
努
め
る
。

鈴
木
妙
子
議
員

市職員接遇研修の一環としての新茶サービス

市
民
が
市
政
に
参
加
す
る

シ
ス
テ
ム
を

問
　

市
民
が
意
見
・
要
望
を
述
べ

る
場
が
確
保
さ
れ
、
市
政
に
参

加
す
る
恒
久
的
な
「
く
ら
し
・

ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
開
催
に

つ
い
て
。

答

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
継

続
的
に
意
見
等
を
交
わ
す
場
を

設
け
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な

の
で
、
積
極
的
に
考
え
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
は
地
域
の

経
営
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
で
は

問
　

指
定
管
理
者
制
度
が
、
地
域

の
経
営
資
源
を
育
て
、
活
か
す

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る

こ
と
に
つ
い
て
。

答

こ
の
制
度
の
活
用
が
民
需
の

拡
大
や
地
域
の
振
興
及
び
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
立
の
一
助
に
も

な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

意
欲
あ
る
事
業
者
を
集
約
さ
せ

支
援
し
て
は

問
　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
意
欲

あ
る
事
業
者
を
集
約
さ
せ
る
店

舗
集
団
化
、
共
同
店
舗
整
備
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

ご
提
案
の
店
舗
集
団
化
、
共

同
店
舗
整
備
事
業
へ
の
支
援
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
る
中
で
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

地域住民の皆さんが参加したタウンミーティング

木
清
隆
議
員


